
(57)【要約】

【課題】　排気浄化効率を向上するだけでなく、排気騒

音をも有効に低減できる排気マフラ装置を提供する。

【解決手段】　内部に排気浄化手段１７を設けた排気マ

フラ装置本体１０を、第１隔壁１４および第２隔壁１５

とに仕切って第１室Ａと、第２室Ｂと、第３室Ｃの３つ

の室に形成し、第１隔壁１４と第２隔壁１５とで仕切ら

れた中間の第２室Ｂの入口に枝管部２３ａを、また、第

２室Ｂの出口に穴部２４を設けて、第２室Ｂと枝管部２

３ａと穴部２４とでヘルムホルツ型の共鳴要素を形成し

、この共鳴要素により排気音の有する特定周波数成分の

振動を低減する。また、排気マフラ装置本体１０の下流

側にサブマフラ装置１１０を設置することにより、サブ

マフラ装置１１０でも排気ガスの騒音を低減するように

する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筒 状 の 外 殻 両 端 開 口 部 を 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 下 流 側 エ ン ド プ レ ー ト に よ り 閉 塞
し て 形 成 し た 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 に お い て 、 同 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 内 部 に 設 け た 第 １ 隔 壁
お よ び 第 ２ 隔 壁 と 、 前 記 下 流 側 エ ン ド プ レ ー ト と 前 記 第 １ 隔 壁 と で 仕 切 ら れ た 膨 脹 室 と し
て の 第 １ 室 と 、 前 記 第 １ 隔 壁 と 前 記 第 ２ 隔 壁 と で 仕 切 ら れ た 共 鳴 室 と し て の 第 ２ 室 と 、 前
記 第 ２ 隔 壁 と 前 記 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト と で 仕 切 ら れ た 膨 脹 室 と し て の 第 ３ 室 と 、 前 記 排
気 マ フ ラ 装 置 本 体 内 に 収 納 さ れ 、 上 流 側 を 前 記 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト に 設 け た 排 気 入 口 管
に 下 流 側 を 前 記 第 １ 室 に 開 口 さ せ た 排 気 浄 化 手 段 と 、 前 記 第 ２ 室 を 貫 通 す る と 共 に 、 一 端
が 前 記 第 １ 室 に 開 口 さ れ 他 端 を パ ン チ 孔 を 介 し て 前 記 第 ３ 室 に 連 通 す る 第 １ の 連 通 管 と 、
前 記 第 １ の 連 通 管 に 平 行 配 置 さ れ て 前 記 第 ２ 室 を 貫 通 し 、 一 端 が 前 記 第 １ 室 に 開 口 さ れ 他
端 を 前 記 第 ３ 室 に 開 口 さ せ た 第 ２ の 連 通 管 と 、 前 記 第 ３ 室 へ 所 定 長 さ の 寸 法 で 突 出 す る よ
う に 前 記 第 ２ 隔 壁 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ３ 室 か ら 前 記 第 ２ 室 へ 音 の 流 れ を 流 入 さ せ る 枝 管 と
、 前 記 第 ２ 隔 壁 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 室 か ら 前 記 第 ３ 室 へ 音 の 流 れ を 流 入 さ せ る 穴 部 と 、
前 記 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト に 設 け ら れ 、 前 記 第 ３ 室 の 排 気 を 外 部 へ 放 出 す る 排 気 出 口 管 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 排 気 マ フ ラ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 枝 管 か ら 前 記 第 ２ 室 へ 突 出 す る 延 長 管 を 設 け 、 同 延 長 管 の 管 端 を 閉 塞 す る と と も に 、
同 延 長 管 の 前 記 第 ２ 室 内 に お け る 周 壁 に パ ン チ 孔 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 排 気 マ フ ラ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ の 連 通 管 の 前 記 第 ３ 室 に お け る 開 口 端 を 、 前 記 排 気 出 口 管 近 傍 ま で 延 長 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 排 気 マ フ ラ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 の 下 流 の 排 気 管 に 、 内 筒 と 外 筒 と で 形 成 さ れ た サ ブ マ フ ラ 装 置 の
前 記 内 筒 を 連 通 し さ せ 、 前 記 内 筒 に 直 径 が 略 ４ ｍ ｍ の 多 数 の パ ン チ 孔 を 穿 ち 、 か つ 、 前 記
内 外 両 筒 内 の 室 に 密 度 が 略 １ ２ ０ g/cm3の 吸 音 材 を 充 填 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 排 気 マ フ ラ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 排 気 入 口 管 と 前 記 排 気 浄 化 手 段 と の 間 に 、 前 記 排 気 浄 化 手 段 に 向 か う に 応 じ て 排 気 流
通 断 面 積 が 拡 大 す る ラ ッ パ 状 管 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の 排 気 マ フ ラ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 に 排 気 浄 化 手 段 を 収 納 し た 形 態 の 排 気 マ フ ラ 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 機 関 、 例 え ば 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 排 気 ガ ス を 後 処 理 す る 装 置 と し て の 排 気 浄 化
手 段 に は 、 触 媒 モ ノ リ ス あ る い は パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ ー と い っ た 形 態 の も の が あ る
が 、 か か る 排 気 浄 化 手 段 の 浄 化 効 率 は 、 高 温 雰 囲 気 中 で 動 作 さ せ る の が 有 効 で あ る こ と が
知 ら れ て い る 。 こ の た め 、 排 気 浄 化 手 段 を 排 気 マ フ ラ 本 体 内 部 の 高 温 雰 囲 気 中 に 設 置 す る
形 態 の 排 気 マ フ ラ 装 置 の 開 発 が 要 請 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 排 気 マ フ ラ 本 体 内 に 、 触 媒 モ ノ リ ス ま た は パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ ー で な る 浄 化 手 段
を 収 納 し た 排 気 マ フ ラ 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ５ ３ １ 号 公 報 記 載 の 技 術
（ 以 下 、 「 従 来 技 術 」 と い う ） が 公 知 で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 従 来 技 術 は 、 図 ９ に 示 す よ
う に 、 排 気 マ フ ラ 装 置 の 本 体 を ２ つ の 第 １ 隔 壁 １ ， 第 ２ 隔 壁 ２ に よ り 第 １ 室 ３ ， 第 ２ 室 ４
， 第 ３ 室 ５ に 仕 切 り 、 両 隔 壁 １ ， ２ 間 に 跨 る よ う に 第 ２ 室 ４ に 浄 化 手 段 ６ を 上 下 二 段 に し
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た 状 態 で 取 り 付 け て い る 。 ま た 、 排 気 マ フ ラ 本 体 に は 、 第 １ 室 ３ に 連 通 す る 入 口 パ イ プ ７
、 第 ２ 室 ４ と 第 ３ 室 ５ と に 跨 る イ ン ナ パ イ プ ８ （ 上 下 方 向 に ２ 本 ） 、 こ の イ ン ナ パ イ プ ８
よ り も 長 い 寸 法 を 有 し て 排 気 マ フ ラ 本 体 を 貫 通 す る よ う に 存 置 し た 出 口 パ イ プ ９ が 設 け ら
れ て い る 。 上 記 イ ン ナ パ イ プ ８ と 出 口 パ イ プ ９ に は 、 そ れ ぞ れ 第 ２ 室 ４ 、 第 ３ 室 ５ に 連 通
す る 孔 ８ ａ 、 ９ ａ が 、 ま た 、 第 ２ 隔 壁 ２ に も 、 第 ２ 室 ４ と 第 ３ 室 ５ が 連 通 す る よ う に 孔 ２
ａ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 従 来 技 術 は 、 機 関 か ら の 排 気 ガ ス は 、 入 口 パ イ プ ７ か ら 第 １ 室 ３ に 導
入 さ れ て 膨 脹 し た 後 、 浄 化 手 段 ６ を 流 動 す る こ と で 排 気 ガ ス を 浄 化 し 、 第 ３ 室 ５ に 流 入 し
て 膨 脹 す る 。 第 ３ 室 ５ に 放 出 さ れ た 排 気 ガ ス は 、 イ ン ナ パ イ プ ８ に 流 入 し 孔 ８ ａ か ら 第 ２
室 ２ に 放 出 さ れ 、 所 定 の 音 域 の ノ イ ズ を 消 音 す る よ う に し た も の で あ る 。 そ し て 、 第 ２ 室
２ に 流 入 し た 排 気 ガ ス は 、 出 口 パ イ プ ９ の 孔 （ 第 ２ 室 ４ に 臨 む 孔 ） ９ ａ に 吸 引 さ れ て 出 口
パ イ プ ９ 内 に 導 入 さ れ 、 外 部 へ 排 出 し て い く よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 に あ っ て は 、 排 気 ガ ス の 流 路 を 第 １ 室 ３ お よ び 第 ３ 室 ５ だ
け で な く 、 浄 化 手 段 ６ 周 囲 の 第 ２ 室 ４ を も 排 気 ガ ス の 容 積 を 膨 脹 さ せ る 膨 脹 室 と し て 活 用
し 、 こ れ ら 室 ３ ， ４ ， ５ に 排 気 ガ ス を 流 動 さ せ て 拡 散 、 絞 り 込 み を 繰 り 返 し な が ら 音 同 士
を 干 渉 さ せ 、 排 気 騒 音 を 減 衰 す る よ う に し て い る も の の 、 排 気 騒 音 源 の も う 一 方 の 要 因 で
あ る 排 気 音 の 流 れ に 着 目 し た 共 鳴 室 を 設 け た 構 造 に よ る 騒 音 低 減 を 図 っ た も の で は な い た
め 、 或 る 排 気 マ フ ラ 装 置 に お け る 特 定 周 波 数 域 の 排 気 音 の 減 衰 効 果 に は 一 定 の 限 界 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 排 気 音 の 流 れ に 着 目 し て 共 鳴 室 を 設 け る こ と に よ り 排 気 騒 音 を 減 衰 さ せ る 技 術 と
し て 、 例 え ば 、 特 開 平 １ ０ － ２ ７ ４ ０ ２ ７ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 共 鳴 室 と そ れ
に 連 通 す る 枝 管 と で な る ヘ ル ム ホ ル ツ 共 鳴 器 の 原 理 を 利 用 し て 共 鳴 周 波 数 付 近 で 最 大 の 減
音 量 を 得 る よ う に し た 排 気 マ フ ラ 装 置 を 設 計 す る こ と が 考 え ら れ る 。 な お 、 上 記 特 開 平 １
０ － ２ ７ ４ ０ ２ ７ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 技 術 に は 、 た だ 単 に 排 気 管 の 途 中 に ヘ ル ム ホ ル ツ 型
の 共 鳴 装 置 を 設 け た だ け の 構 造 に 過 ぎ ず 、 排 気 浄 化 手 段 を 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 に 収 納 し て
、 そ の 排 気 マ フ ラ 装 置 に 特 有 の 特 定 周 波 数 域 の 排 気 音 を 消 音 す る よ う に し た 技 術 で は な い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ５ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ７ ４ ０ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 出 願 人 は 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 内 に 排 気 浄 化 手 段 を 内 装 し た 排 気 マ フ ラ 装 置 に お い て
、 排 気 浄 化 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る だ け で な く 、 排 気 騒 音 を も 有 効 に 低 減 で き る 排
気 マ フ ラ 装 置 の 研 究 ・ 開 発 を 行 っ て き た 。 そ の 結 果 、 上 記 特 許 文 献 １ の 公 報 に 記 載 さ れ た
従 来 装 置 の 有 す る 問 題 を 解 決 す る た め に は 、 上 記 特 許 文 献 ２ の 公 報 に も 記 載 さ れ て い る ヘ
ル ム ホ ル ツ 共 鳴 器 の 原 理 を 応 用 す る こ と で 、 排 気 音 の 音 の 流 れ に 対 す る 消 音 効 果 を 高 め る
こ と が 可 能 で あ る と の 知 見 を 見 い だ す こ と が で き 、 排 気 浄 化 効 率 の 向 上 は も ち ろ ん の こ と
、 同 時 に 排 気 騒 音 を も 円 滑 に 低 減 で き る 排 気 マ フ ラ 装 置 を 開 発 す る こ と が で き た 。 本 発 明
は 、 か か る 排 気 マ フ ラ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 （ 課 題 ） と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に お い て は 次 の よ う な 手 段 を 講 ず る こ と と し た 。 す
な わ ち 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 排 気 マ フ ラ 装 置 で あ っ て 、 筒 状 の 外 殻 両 端 開 口 部 を 上 流
側 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 下 流 側 エ ン ド プ レ ー ト に よ り 閉 塞 し て 形 成 し た 排 気 マ フ ラ 装 置 本
体 に お い て 、 同 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 内 部 に 設 け た 第 １ 隔 壁 お よ び 第 ２ 隔 壁 と 、 前 記 下 流 側
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エ ン ド プ レ ー ト と 前 記 第 １ 隔 壁 と で 仕 切 ら れ た 膨 脹 室 と し て の 第 １ 室 と 、 前 記 第 １ 隔 壁 と
前 記 第 ２ 隔 壁 と で 仕 切 ら れ た 共 鳴 室 と し て の 第 ２ 室 と 、 前 記 第 ２ 隔 壁 と 前 記 上 流 側 エ ン ド
プ レ ー ト と で 仕 切 ら れ た 膨 脹 室 と し て の 第 ３ 室 と 、 前 記 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 内 に 収 納 さ れ
、 上 流 側 を 前 記 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト に 設 け た 排 気 入 口 管 に 下 流 側 を 前 記 第 １ 室 に 開 口 さ
せ た 排 気 浄 化 手 段 と 、 前 記 第 ２ 室 を 貫 通 す る と 共 に 、 一 端 が 前 記 第 １ 室 に 開 口 さ れ 他 端 を
パ ン チ 孔 を 介 し て 前 記 第 ３ 室 に 連 通 す る 第 １ の 連 通 管 と 、 前 記 第 １ の 連 通 管 に 平 行 配 置 さ
れ て 前 記 第 ２ 室 を 貫 通 し 、 一 端 が 前 記 第 １ 室 に 開 口 さ れ 他 端 を 前 記 第 ３ 室 に 開 口 さ せ た 第
２ の 連 通 管 と 、 前 記 第 ３ 室 へ 所 定 長 さ の 寸 法 で 突 出 す る よ う に 前 記 第 ２ 隔 壁 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ３ 室 か ら 前 記 第 ２ 室 へ 音 の 流 れ を 流 入 さ せ る 枝 管 と 、 前 記 第 ２ 隔 壁 に 形 成 さ れ 、 前
記 第 ２ 室 か ら 前 記 第 ３ 室 へ 音 の 流 れ を 流 入 さ せ る 穴 部 と 、 前 記 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト に 設
け ら れ 、 前 記 第 ３ 室 の 排 気 を 外 部 へ 放 出 す る 排 気 出 口 管 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン あ る い は ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 等 か ら 排
出 さ れ た 排 気 ガ ス は 、 排 気 入 口 管 か ら 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 内 に 流 入 し 、 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ
キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ ー や 触 媒 モ ノ リ ス と い っ た ハ ニ カ ム 構 造 を 有 す る 排 気 浄 化 手 段 を 流 通
す る 。 排 気 ガ ス が 排 気 浄 化 手 段 を 通 過 す る と き 、 排 気 ガ ス 中 の 有 害 成 分 は 捕 捉 さ れ て 浄 化
さ れ た 後 、 第 １ 室 で 拡 散 膨 脹 す る 。 第 １ 室 の 排 気 ガ ス 流 れ の 大 部 分 は 、 第 ２ の 連 通 管 （ 両
端 は 開 口 し て い る が 、 パ ン チ 孔 は 形 成 さ れ て い な い 管 ） に 絞 り 込 ま れ て 入 っ た 後 、 第 ３ 室
に 一 旦 流 れ 込 み 、 排 気 出 口 管 か ら 外 部 へ 排 出 さ れ て い く 。 こ の と き 、 第 ２ の 連 通 管 は 気 柱
共 鳴 を す る の で 、 共 鳴 周 波 数 に 等 し い 振 動 成 分 が 干 渉 に よ り 減 衰 さ れ る よ う に な る 。 ま た
、 第 １ 室 に お け る 排 気 ガ ス の 流 れ の 一 部 は 、 第 １ の 連 通 管 に も 絞 り 込 ま れ て 流 入 し 第 ３ 室
に 臨 む パ ン チ 孔 か ら 第 ３ 室 に 流 出 し て 拡 散 膨 脹 し た 後 、 排 気 出 口 管 か ら 排 出 さ れ て い く 。
他 方 、 第 ３ 室 の 排 気 ガ ス 中 に お け る 排 気 音 の 流 れ （ 排 気 ガ ス の 流 れ で は な い ） に 着 目 す る
と 、 様 々 な 周 波 数 成 分 を 含 ん だ 排 気 音 の 流 れ は 、 第 ２ 隔 壁 に 突 出 す る よ う に 設 け た 枝 管 か
ら 第 ２ 室 に 伝 播 し て 入 り 込 ん だ 後 、 さ ら に 第 ２ 隔 壁 に 設 け た 穴 部 か ら 第 ３ 室 に 伝 播 し て い
く 。 こ う し て 、 排 気 音 の 流 れ が 、 枝 管 か ら 第 ３ 室 に 入 っ た 後 、 穴 部 か ら 第 ３ 室 へ 伝 播 し て
い く 過 程 で 、 第 ２ 室 が ヘ ル ム ホ ル ツ 共 鳴 室 と し て 機 能 し て い る の で 、 共 鳴 周 波 数 付 近 の 成
分 、 つ ま り 排 気 音 の 特 定 周 波 数 域 に お け る 成 分 が 減 衰 （ 消 音 ） さ れ 、 第 ２ 室 内 で 排 気 音 が
消 音 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 係 り 、 前 記 枝 管 か ら 前 記 第 ２ 室 へ
突 出 す る 延 長 管 を 設 け 、 同 延 長 管 の 管 端 を 閉 塞 す る と と も に 、 同 延 長 管 の 前 記 第 ２ 室 内 に
お け る 周 壁 に パ ン チ 孔 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 枝 管 に 延 長 し て 設 け た 延 長 管 に パ ン チ 孔 を 形 成 し て い る の
で 、 パ ン チ 孔 か ら 第 ２ 室 に 流 入 し た 排 気 ガ ス は 、 第 ２ 室 で 膨 脹 拡 散 す る た め 、 排 気 ガ ス は
、 第 ２ 室 で も 減 音 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 排 気 マ フ ラ 装 置 に 係 り 、 前 記 第 ２
の 連 通 管 の 前 記 第 ３ 室 に お け る 開 口 端 を 、 前 記 排 気 出 口 管 近 傍 ま で 延 長 し た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 第 ２ の 連 通 管 （ パ ン チ 孔 は 設 け ら れ て い な い ） の 開 口 端 が
、 第 ３ 室 に お い て 排 気 出 口 管 に 近 接 し て 設 け ら れ て い る 、 つ ま り 、 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト
に 近 接 し た 位 置 で 開 口 し て い る の で 、 第 １ 室 の 排 気 ガ ス を ダ イ レ ク ト に 第 ２ の 連 通 管 を 介
し て 第 ３ 室 に 導 か れ た 後 、 排 気 出 口 管 か ら 排 出 さ せ る こ と が で き 、 第 ３ 室 に 負 圧 を 生 じ さ
せ る よ う に し て 、 第 １ 室 の 排 気 ガ ス が 第 １ の 連 通 管 に 流 入 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 排 気 マ フ ラ 装 置
に 係 り 、 前 記 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 の 下 流 の 排 気 管 に 、 内 筒 と 外 筒 と で 形 成 さ れ た サ ブ マ フ
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ラ 装 置 の 前 記 内 筒 を 連 通 し 、 前 記 内 筒 に 直 径 が 略 ４ ｍ ｍ の 多 数 の パ ン チ 孔 を 穿 ち 、 か つ 、
前 記 内 外 両 筒 内 の 室 に 密 度 が 略 １ ２ ０ g/cm3の 吸 音 材 を 充 填 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 で は 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 下 流 の 排 気 管 に 設 け た サ ブ マ フ ラ 装
置 を 排 気 ガ ス が 流 れ る と き 、 内 筒 の パ ン チ 孔 か ら 内 外 両 筒 で 形 成 さ れ た 室 に 膨 脹 拡 散 し て
流 れ 込 む の で 、 例 え ば グ ラ ス ウ ー ル 等 の 吸 音 材 で 騒 音 が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 排 気 マ フ ラ 装 置 に
係 り 、 前 記 排 気 入 口 管 と 前 記 排 気 浄 化 手 段 と の 間 に 、 前 記 排 気 浄 化 手 段 に 向 か う に 応 じ て
排 気 流 通 断 面 積 が 拡 大 す る ラ ッ パ 状 管 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 で は 、 排 気 入 口 管 か ら ラ ッ パ 状 管 を 経 由 し て 排 気 浄 化 手 段 に そ の
ま ま 流 入 す る の で 、 排 気 浄 化 手 段 を 高 温 に 保 持 し た 状 態 で 浄 化 作 用 を 行 う た め 、 浄 化 効 率
を 維 持 す る こ と が 可 能 で あ る と と も に 、 排 気 ガ ス が ラ ッ パ 状 管 を 流 動 す る と き に 、 排 気 ガ
ス は 膨 脹 拡 散 さ れ 、 排 気 騒 音 の 低 減 に 有 利 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 排 気 浄 化 手 段 を 通 過 し て 第 １ 室 に 膨 脹 拡 散 し た 排 気 ガ ス
を 第 ２ の 連 通 管 を 介 し て 極 力 抵 抗 を か け な い で ス ト レ ー ト に 排 気 出 口 管 か ら 排 出 さ せ る と
共 に 、 第 ２ の 連 通 管 が 有 す る 気 柱 共 鳴 に よ る 共 鳴 周 波 数 に 等 し い 振 動 成 分 を 干 渉 に よ っ て
減 衰 で き る 。 他 方 、 第 ２ 隔 壁 に 枝 管 と 穴 部 と を 設 け 、 第 ２ 室 を ヘ ル ム ホ ル ツ 共 鳴 器 と し て
機 能 す る よ う に 形 成 す る こ と に よ り 、 共 鳴 効 果 を 発 揮 す る よ う に な り 、 そ の た め 、 第 ３ 室
の 排 気 ガ ス を 枝 管 か ら 第 ２ 室 に 伝 播 さ せ た 排 気 ガ ス 中 に 含 ま れ る 様 々 な 周 波 数 成 分 の う ち
、 共 鳴 周 波 数 付 近 に お け る 特 定 の 周 波 数 成 分 を 含 む 排 気 音 波 が 第 ２ 室 内 で 減 衰 さ れ る 。 こ
の た め 、 膨 脹 室 と し て の 第 １ 室 、 第 ３ 室 、 お よ び 共 鳴 室 と し て の 第 ２ 室 に お け る そ れ ぞ れ
の 消 音 作 用 、 お よ び 第 ２ の 連 通 管 が 有 す る 気 柱 共 鳴 に よ る 消 音 作 用 に よ り 、 全 体 的 に 消 音
効 果 に 優 れ た 排 気 マ フ ラ 装 置 を 得 る こ と が で き 、 ま た 、 エ ン ジ ン 排 気 系 で 排 出 さ れ る 排 気
ガ ス は 、 そ の 全 流 量 が 排 気 入 口 管 か ら 排 気 浄 化 手 段 に 流 入 す る た め 、 排 気 ガ ス の 温 度 が 低
下 す る の を 抑 制 し た 状 態 で 排 気 ガ ス の 浄 化 機 能 を 維 持 増 進 で き 、 コ ン パ ク ト サ イ ズ の 排 気
マ フ ラ 装 置 を 実 現 で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 枝 管 に 延 長 し て 設 け た 延 長 管 に パ ン チ 孔 を 形 成 し
て い る の で 、 パ ン チ 孔 か ら 第 ２ 室 に 流 入 し た 排 気 ガ ス は 、 第 ２ 室 で 急 激 に 膨 脹 拡 散 し て 圧
力 変 動 が 吸 収 さ れ る た め 、 第 ２ 室 に よ っ て も 消 音 作 用 を 発 揮 で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ の 連 通 管 （ パ ン チ 孔 は 設 け ら れ て い な い ） の 開
口 端 が 、 第 ３ 室 に お い て 排 気 出 口 管 に 近 接 し た 位 置 に あ る の で 、 排 気 ガ ス の 流 通 抵 抗 を 低
く し た 状 態 、 つ ま り エ ン ジ ン 出 力 に 対 す る 背 圧 を 増 大 す る の を 回 避 し た 状 態 で 排 気 騒 音 を
低 減 で き 、 ま た 、 第 ２ の 連 通 管 か ら ダ イ レ ク ト に 第 ３ 室 を 経 由 し て 排 気 出 口 管 か ら 排 出 さ
せ る こ と が で き る の で 、 第 ３ 室 に 生 じ る 負 圧 が 大 き く な る 。 そ の た め 、 第 １ 室 か ら 第 １ の
連 通 管 に 流 入 す る 排 気 ガ ス の 流 通 量 が 増 大 し て 第 １ の 連 通 管 の パ ン チ 孔 か ら 第 ３ 室 へ 排 気
ガ ス が 膨 脹 拡 散 し て 吐 出 す る こ と に な り 、 そ れ だ け 排 気 ガ ス の 流 れ が 有 す る 排 気 騒 音 を 円
滑 に 低 減 で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 下 流 の 排 気 管 に 設 け た サ ブ マ
フ ラ 装 置 を 排 気 ガ ス が 流 れ る と き 、 内 筒 の パ ン チ 孔 か ら 内 外 両 筒 で 形 成 さ れ た 室 に 膨 脹 拡
散 し て 流 れ 込 む の で 、 例 え ば グ ラ ス ウ ー ル 等 の 吸 音 材 で 音 が 吸 収 さ れ 、 サ ブ マ フ ラ 装 置 に
よ っ て も 排 気 ガ ス の 騒 音 を 低 減 で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 排 気 入 口 管 か ら ラ ッ パ 状 管 を 経 由 し て 排 気 浄 化 手 段
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に そ の ま ま 流 入 す る の で 、 排 気 浄 化 手 段 を 高 温 に 保 持 し た 状 態 で 浄 化 作 用 を 行 う た め 、 浄
化 効 率 を 維 持 す る こ と が 可 能 で あ る と と も に 、 排 気 ガ ス が ラ ッ パ 状 管 を 流 動 す る と き に も
膨 脹 拡 散 さ れ る た め 、 排 気 騒 音 の 低 減 に 有 利 と な る 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 排 気 マ フ ラ 装 置 に 係 る 実 施 形 態 を 、 図 １ ～ 図 ６ に 基 づ い て 詳 述 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お け る 排 気 系 シ ス テ ム は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 管
１ ０ ０ に 設 け た 排 気 マ フ ラ 装 置 １ ０ と 、 そ の 下 流 側 に 設 け た サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ と で な
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま ず 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ を 説 明 す る 。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 排 気 マ フ ラ 装
置 本 体 １ ０ の 材 料 は 、 耐 腐 食 を 考 慮 し て 、 例 え ば ス テ ン レ ス 材 が 用 い ら れ 、 外 観 形 状 を 箱
形 に 形 成 さ れ た 筒 状 の 外 殻 １ １ 両 端 開 口 部 を 上 流 側 エ ン ド プ レ ー ト （ 以 下 「 左 エ ン ド プ レ
ー ト 」 と い う ） １ ２ と 下 流 側 エ ン ド プ レ ー ト （ 以 下 「 右 エ ン ド プ レ ー ト 」 と い う ） １ ３ と
に よ り 閉 塞 し て 形 成 さ れ る 。 左 エ ン ド プ レ ー ト １ ２ は 、 内 板 １ ２ ａ と 外 板 １ ２ ｂ と の 間 に
吸 音 、 消 音 効 果 に 有 効 な 素 材 で あ る グ ラ ス ウ ー ル １ ２ ｃ が 充 填 さ れ 、 同 様 に 、 右 エ ン ド プ
レ ー ト １ ３ に も そ の 内 板 １ ３ ａ と 外 板 １ ３ ｂ と の 間 に グ ラ ス ウ ー ル １ ３ ｃ が 充 填 さ れ て い
る 。 ま た 、 左 右 両 エ ン ド プ レ ー ト １ ２ ， １ ３ の 内 板 １ ２ ａ ， １ ３ ａ と し て は 、 例 え ば 、 ピ
ッ チ 間 隔 が ３ .５ で 、 内 径 φ ２ の 凹 形 状 の パ ン チ ン グ 加 工 が 施 さ れ 、 上 記 グ ラ ス ウ ー ル １
２ ｃ 、 １ ３ ｃ に よ る 消 音 効 果 が 発 揮 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 排 気 マ フ ラ 本 体 １ ０ 内 部 に は 、 図 １ に 対 し て 右 方 か ら 所 定 間 隔 を 存 し て 、 内 部 室 を 仕 切
る よ う に 第 １ 隔 壁 １ ４ と 第 ２ 隔 壁 １ ５ が 設 け ら れ 、 右 方 か ら 順 に 、 右 エ ン ド プ レ ー ト １ ３
と 第 １ 隔 壁 １ ４ と で 仕 切 ら れ た 膨 脹 室 と し て の 第 １ 室 Ａ と 、 第 １ 隔 壁 １ ４ と 第 ２ 隔 壁 １ ５
と で 仕 切 ら れ た 共 鳴 室 と し て の 第 ２ 室 Ｂ と 、 第 ２ 隔 壁 １ ５ と 左 エ ン ド プ レ ー ト １ ２ と で 仕
切 ら れ た 膨 脹 室 と し て の 第 ３ 室 Ｃ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 排 気 マ フ ラ 本 体 １ ０ 内 部 の 第 １ 隔 壁 １ ４ と 第 ２ 隔 壁 １ ５ に 跨 っ て 排 気 浄 化 手 段 １
７ が 設 け ら れ 、 下 流 側 に 向 か っ て 末 拡 が り 状 に 横 断 面 積 が 拡 大 す る ラ ッ パ 状 管 １ ８ を 介 し
て 左 エ ン ド プ レ ー ト １ ２ に 貫 通 支 持 し た 排 気 入 口 管 １ ６ に 接 続 （ 溶 接 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 排 気 浄 化 手 段 １ ７ は 、 例 え ば 、 触 媒 モ ノ リ ス の 態 様 の 浄 化 手 段 で あ り 、 多 孔 質 の ハ
ニ カ ム 構 造 を 有 し 、 こ れ に 酸 化 触 媒 、 あ る い は 還 元 触 媒 等 種 々 の 触 媒 か ら 適 宜 選 択 さ れ た
触 媒 を 担 持 さ せ る こ と で 形 成 さ れ る も の で あ り 、 排 気 ガ ス 中 に 含 ま れ る 有 害 物 質 の 酸 化 、
あ る い は 還 元 反 応 を 促 進 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 排 気 浄 化 手 段 １ ７ の 上 方 に は 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ の 長 手 軸 線 方 向 に 沿 っ て
、 第 １ の 連 通 管 ２ １ （ 図 ２ 参 照 ） と 、 こ の 第 １ の 連 通 管 １ ０ と 略 平 行 に 配 置 し た 第 ２ の 連
通 管 ２ ２ （ 図 ３ 参 照 ） と が 、 そ れ ぞ れ 第 ２ 室 Ｂ を 貫 通 す る よ う に し て 第 １ 隔 壁 １ ４ と 第 ２
隔 壁 １ ５ と に 支 持 （ 溶 接 ） さ れ 、 第 １ 室 Ａ と 第 ３ 室 Ｃ と が 連 通 す る よ う に し て い る 。 す な
わ ち 、 第 １ の 連 通 管 １ ４ は 、 第 １ 室 Ａ 側 で は 開 口 し 、 第 ３ 室 Ｃ で は そ の 管 端 が 閉 塞 さ れ 、
周 壁 に 形 成 し た 多 数 の パ ン チ 孔 ２ １ ａ を 介 し て 第 ３ 室 Ｃ に 連 通 し て い る 。 ま た 、 第 ２ の 連
通 管 ２ ２ は 、 パ ン チ 孔 を 有 し な い 管 で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ３ 室 Ｃ 側 の 管 端 は 限 り
な く 左 エ ン ド プ レ ー ト １ ２ の 内 板 １ ２ ａ に 近 接 し た 位 置 で 開 口 し 、 こ こ か ら 第 ３ 室 Ｃ 内 に
流 出 し た 排 気 ガ ス が す ぐ さ ま 左 エ ン ド プ レ ー ト １ ２ に 設 け た 排 気 出 口 管 １ ９ に 流 れ 込 む よ
う に し て い る 。 な お 、 排 気 出 口 管 １ ９ は 排 気 管 １ ０ ０ （ 図 １ 参 照 ） に 接 続 し 、 サ ブ マ フ ラ
装 置 １ １ ０ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 他 方 、 第 １ 隔 壁 １ ４ と 第 ２ 隔 壁 １ ５ と に 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の 両 連 通 管 ２ １ ， ２ ２ に 略 平
行 に 配 置 し た 第 ３ の 連 通 管 ２ ３ が 支 持 （ 溶 接 ） さ れ て い る 。 こ の 第 ３ の 連 通 管 ２ ３ は 、 図

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-207331 A 2005.8.4



２ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 隔 壁 １ ５ か ら 左 方 、 す な わ ち 、 第 ３ 室 Ｃ 側 に 所 定 長 さ の 寸 法 で
突 出 す る 枝 管 部 ２ ３ ａ と 、 枝 管 部 ２ ３ ａ か ら 中 央 の 第 ２ 室 Ｂ 内 へ 突 出 し 、 そ の 管 端 を 閉 塞
さ せ た 延 長 管 部 ２ ３ ｂ と か ら な り 、 そ の 延 長 管 部 ２ ３ ｂ 周 壁 に は 第 ２ 室 Ｂ に 通 じ る 多 数 の
パ ン チ 孔 ２ ３ ｃ が 穿 た れ 、 こ れ に よ り 第 ３ の 連 通 管 ２ ３ を 介 し て 第 ３ 室 Ｃ か ら 第 ２ 室 Ｂ に
排 気 ガ ス の 音 の 流 れ が 流 入 （ 伝 播 ） す る よ う に し て い る 。 ま た 、 第 ２ 隔 壁 １ ５ の 上 方 に は
、 各 連 通 管 ２ １ ～ ２ ３ の 外 径 に 略 等 し い 内 径 の 穴 部 ２ ４ が 設 け ら れ 、 第 ２ 室 Ｂ 内 か ら 第 ３
室 Ｃ へ 排 気 ガ ス の 音 が 伝 播 す る よ う に し て い る 。
　 こ う し て 、 第 ２ 室 Ｂ と 、 枝 管 部 ２ ３ ａ と 、 穴 部 ２ ４ と に よ り ヘ ル ム ホ ル ツ 型 共 鳴 器 の 原
理 を 利 用 し た 共 鳴 手 段 が 形 成 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 １ 室 Ａ の 略 上 半 分 の 内 周 壁 面 に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 多 数 の パ ン チ 孔 を 形 成
し た パ ン チ ン グ メ タ ル ２ ５ が 設 け ら れ 、 そ の 裏 側 に 、 上 記 エ ン ド プ レ ー ト １ ４ ， １ ５ の 場
合 と 同 様 に 適 宜 の 吸 音 材 で あ る グ ラ ス ウ ー ル が 充 填 さ れ た 構 造 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 図 ２ ， 図 ３ に お け る 符 号 ３ ０ は 、 排 気 マ フ ラ 本 体 １ ０ を 車 体 （ 例 え ば ト ラ ッ ク ）
の 適 宜 箇 所 （ フ レ ー ム ） に 装 着 す る た め に 使 用 さ れ る サ ポ ー ト 部 材 を 示 し 、 排 気 マ フ ラ 本
体 １ ０ の 長 手 軸 線 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 ３ １ は 、 装 着
さ れ た 排 気 マ フ ラ 本 体 １ ０ が 揺 動 す る の を 防 止 す る た め 、 左 エ ン ド プ レ ー ト １ ２ に 設 け ら
れ た 回 り 止 め 部 材 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ を 説 明 す る 。 す な わ ち 、 サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ は 、 排 気 マ
フ ラ 装 置 本 体 １ ０ に 対 す る ア フ タ ー マ フ ラ で あ り 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ や 排 気 管 １ ０
０ と 同 様 に ス テ ン レ ス 材 で 形 成 さ れ 、 図 ６ に よ く 示 さ れ る よ う に 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １
０ の 下 流 側 の 排 気 管 １ ０ ０ の テ ー ル パ イ プ 近 傍 に 設 け ら れ て い る 。 サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０
は 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ か ら 良 好 な 消 音 効 果 が 得 ら れ る 位 置 と な る よ う に マ ッ チ ン グ さ
せ て 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ は 、 横 断 面 が 円 形 を な す 内 筒 １ １ ０ ａ と 外 筒 １ １ ０ ｂ と で 形 成 さ れ
、 内 外 両 筒 １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ の 間 に 、 膨 脹 室 １ １ １ が 設 け ら れ る 。 内 筒 １ １ ０ ａ は 、 図
６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 直 径 が 略 ４ ｍ ｍ の 多 数 の パ ン チ 孔 １ １ ０ ｃ が 穿 た れ た パ ン チ ン グ
メ タ ル （ ス テ ン レ ス 材 ） で 、 か つ 、 膨 脹 室 １ １ １ に 密 度 が 略 １ ２ ０ g/cm3の グ ラ ス ウ ー ル
と い っ た 吸 音 材 が ハ ッ チ ン グ で 図 示 し た よ う に 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 を 主 と し て 図 ２ 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 図 ２ ， 図 ３
中 に お け る 黒 塗 り 矢 印 は 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 を 、 白 抜 き 矢 印 は 排 気 音 が 伝 播 す る 方 向 を 示
す 。 す な わ ち 、 エ ン ジ ン （ 図 示 し な い ） か ら 排 気 入 口 管 １ ６ に 導 か れ て き た 排 気 ガ ス は 、
ラ ッ パ 状 管 １ ８ か ら 排 気 浄 化 手 段 １ ７ の 内 部 を 流 れ 、 排 気 ガ ス に 含 ま れ る 有 害 物 質 が 浄 化
さ れ た 後 、 第 １ 室 Ａ に 膨 脹 拡 散 し て 流 れ 込 む の で 、 排 気 ガ ス の 圧 力 変 動 が 低 減 さ れ て 騒 音
が 低 減 さ れ る 。 次 い で 、 第 １ 室 Ａ 内 の 排 気 ガ ス は 、 第 ２ の 連 通 管 ２ ２ （ 図 ３ 参 照 ） に 絞 り
込 ま れ て 内 部 に 送 り 込 ま れ る が 、 こ の 排 気 ガ ス の 絞 り 込 み の 過 程 に よ り 排 気 ガ ス の 排 気 音
が 消 音 さ れ る 。 第 ２ の 連 通 管 ２ ２ の 送 り 込 ま れ た 排 気 ガ ス は 、 そ の 出 口 か ら 第 ３ 室 Ｃ 内 に
膨 脹 拡 散 し て 流 出 す る の で 、 こ こ で も 排 気 ガ ス が 有 す る 圧 力 変 動 を 低 減 し て 減 衰 さ れ る 。
そ の 後 、 排 気 ガ ス は 第 ３ 室 Ｃ か ら す ぐ さ ま 排 気 出 口 管 １ ９ に 入 っ て サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０
へ 流 れ て い く 。 同 時 に 、 第 ２ の 連 通 管 ２ ２ は 気 柱 共 鳴 の 機 能 を 有 す る た め 、 気 柱 共 鳴 に 等
し い 排 気 音 の 振 動 成 分 が 干 渉 に よ っ て 減 衰 さ れ る た め 、 第 ２ の 連 通 管 ２ ２ が 有 す る 気 柱 共
鳴 機 能 に よ っ て も 消 音 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 第 １ 室 Ａ の 排 気 ガ ス は 、 第 １ の 連 通 管 ２ １ に も 絞 り 込 ま れ て 流 れ 込 む の で 、 こ の 絞
り 込 み の 過 程 で も 排 気 ガ ス の 排 気 音 が 消 さ れ る 。 そ し て 、 パ ン チ 孔 ２ １ ａ か ら 第 ３ 室 Ｃ に
排 気 ガ ス が 膨 脹 拡 散 す る 過 程 で 、 排 気 ガ ス の 圧 力 変 動 は 低 減 さ れ る の で 消 音 さ れ 、 そ の 後
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、 第 ３ 室 Ｃ の 排 気 ガ ス は 、 排 気 出 口 管 １ ９ か ら 排 出 さ れ 、 サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ へ 流 れ て
い く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
他 方 、 第 ３ 室 Ｃ 内 に お け る 排 気 ガ ス の 有 す る 排 気 音 の 流 れ （ 伝 播 ） に 着 目 す る と 、 排 気 音
の 流 れ は 枝 管 部 ２ ３ ａ か ら 延 長 管 部 ２ ３ ｂ の パ ン チ 孔 ２ ３ ｃ を 経 由 し て 第 ２ 室 Ｂ に 伝 播 し
、 第 ２ 室 Ｂ 内 で 或 る 特 定 周 波 数 成 分 に 等 し い 振 動 成 分 が 干 渉 に よ っ て 減 衰 さ れ 、 ま た 、 第
２ 隔 壁 １ ５ に 形 成 し た 穴 部 ２ ４ （ 図 ３ 参 照 ） を 通 過 し て 音 が 第 ３ 室 Ｃ へ 伝 播 す る と き に も
特 定 周 波 数 成 分 に 等 し い 振 動 成 分 が 干 渉 に よ っ て 減 衰 さ れ て い く の で 、 こ れ ら に よ り 排 気
騒 音 が 減 衰 し て 消 音 効 果 を 発 揮 す る 。
ま た 、 延 長 管 部 ２ ３ ｂ の パ ン チ 孔 ２ ３ ｃ か ら 第 ２ 室 Ｂ に 排 気 ガ ス が 膨 脹 拡 散 し て 入 る の で
、 排 気 ガ ス の 圧 力 変 動 は こ こ で も 低 減 さ れ る の で 、 騒 音 低 減 に 効 果 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス は 、 途 中 の 排 気 管 １ ０ ０ を 流 動
し て サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ 内 へ 供 給 さ れ て い く が 、 排 気 ガ ス が サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ を 流
量 す る と き 、 排 気 ガ ス は パ ン チ 孔 １ １ ０ ｃ を 通 過 し て 膨 脹 室 １ １ １ に 流 入 し て 膨 脹 す る の
で 、 こ れ に よ っ て 排 気 騒 音 が 低 減 さ れ 、 ま た グ ラ ス ウ ー ル に よ る 吸 音 効 果 に よ っ て も 排 気
騒 音 が 減 音 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 出 願 人 は 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ お よ び サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０
を 用 い て 、 最 も 多 く 使 用 さ れ る エ ン ジ ン 回 転 域 （ 経 済 走 行 域 ） 、 例 え ば デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ
ン を 1850rpmで 回 転 さ せ た 場 合 に つ い て 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す
よ う な 排 気 音 周 波 数 分 析 の グ ラ フ を 得 る こ と が で き た 。 す な わ ち 、 図 ７ は 上 記 実 施 形 態 に
係 る 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ と 、 そ う で な い 従 来 構 造 品 の マ フ ラ 装 置 と に つ い て 比 較 試 験
を 行 っ て 得 た グ ラ フ 、 ま た 、 図 ８ は 上 記 実 施 形 態 に 係 る サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ を 装 着 し た
場 合 と 、 装 着 し な い 場 合 と を 比 較 試 験 し た グ ラ フ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ７ か ら わ か る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ を 装 着 し た 場 合 の 方 が
、 従 来 構 造 品 の マ フ ラ 装 置 を 搭 載 し た 場 合 よ り も 、 200～ 500Hzの 周 波 数 帯 域 で 排 気 騒 音 レ
ベ ル が 著 し く 低 減 さ れ て お り 、 ま た 、 図 ８ に は 、 サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ を 搭 載 し た 場 合 に
は 、 搭 載 し な い 場 合 に 対 し て 160Hz以 降 の 全 周 波 数 帯 域 で 騒 音 レ ベ ル が 低 減 し て い る 結 果
を 得 る こ と が で き た 。 こ れ ら 実 験 結 果 か ら も わ か る よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 エ ン ジ
ン か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス の 騒 音 は 、 上 記 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ を 用 い る こ と で 大 幅 に
低 減 し 、 消 音 す る こ と が で き る 効 果 が あ り 、 さ ら に 、 上 記 サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０ を 排 気 マ
フ ラ 装 置 本 体 １ ０ の 下 流 に 搭 載 す る こ と で 一 層 排 気 ガ ス の 騒 音 を 低 減 す る の に 有 利 と な る
効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 １ ０ 内 に 収 納 し た 排 気 浄 化 手
段 １ ７ に よ る 排 気 浄 化 効 率 を 向 上 で き る だ け で な く 、 排 気 騒 音 の 低 減 や 消 音 効 果 に 優 れ た
、 コ ン パ ク ト な 排 気 マ フ ラ 装 置 を 得 る こ と が で き 、 ま た 、 下 流 側 に サ ブ マ フ ラ 装 置 １ １ ０
を ア フ タ ー マ フ ラ と し て 搭 載 す る こ と で 、 排 気 系 シ ス テ ム 全 体 と し て も 一 層 の 排 気 騒 音 、
消 音 効 果 を 高 め る こ と が で き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 よ り 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 の 形 態
に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 形 等 が あ っ て も 本 発 明
に 含 ま れ る 。
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 排 気 浄 化 手 段 １ ７ と し て 触 媒 モ ノ リ ス に つ い て 説 明 し た が
、 こ の 代 わ り に 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 系 の パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ ー に つ い て 適
用 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ ー は 、 例 え ば 、 多 数 の ハ ニ カ
ム 状 に 配 置 さ れ た 多 孔 質 の 炭 化 珪 素 や コ ー ジ ェ ラ イ ト の 焼 結 体 で な る 排 気 ガ ス 通 路 を 有 す
る 、 い わ ゆ る ウ ォ ー ル フ ロ ー ハ ニ カ ム フ ィ ル タ ー と い っ た 浄 化 手 段 を 利 用 す る 形 態 で も よ
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い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 パ ン チ 孔 ２ ３ ｃ を 備 え た 延 長 管 部 ２ ３ ｂ を 第 ３ の 連 通 管 ２ ３
と し て 形 成 し 、 第 ２ 室 Ｂ と 、 枝 管 部 ２ ３ ａ と 、 穴 部 ２ ４ と に よ り ヘ ル ム ホ ル ツ 型 共 鳴 器 の
原 理 を 利 用 し た 共 鳴 手 段 と し た が 、 こ の よ う な 連 通 管 ２ ３ の 形 態 に よ る こ と な く 、 す な わ
ち 延 長 管 部 ２ ３ ｂ を 設 け る こ と な く 、 単 に 枝 管 部 ２ ３ ａ の 長 さ や 、 第 ２ 室 Ｂ の 容 積 を 適 宜
に 設 定 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 そ の 排 気 マ フ ラ 装 置 に 合 っ た 排 気 音 の 減 衰 、
消 音 特 性 が 得 ら れ る よ う に チ ュ ー ニ ン グ す る の は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 実 施 形 態 に 係 る 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 が 設 置 さ れ る 排 気 系 の 概 略 構 成 を
示 す 排 気 系 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 排 気 マ フ ラ 装 置 （ メ イ ン マ フ ラ 装 置 ） の 中 央 に お け る 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ を 裏 側 か ら 視 た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 15－ 15線 に お け る 矢 視 ３ 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 5－ 5線 に お け る 矢 視 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 排 気 マ フ ラ 装 置 の 下 流 側 の 排 気 管 に 設 け た サ ブ マ フ ラ 装 置 を 示 し 、 （ ａ ） は
そ の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は サ ブ マ フ ラ の 構 成 要 素 で あ る 内 筒 を 縮 小 し て 示 し た 展 開 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体 と 、 従 来 品 と を 比 較 実 験 し た 排 気 音 周 波 数 分 析 を 示 す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ８ 】 サ ブ マ フ ラ 装 置 を 備 え た 場 合 と 、 そ れ を 備 え な い 場 合 と を 比 較 実 験 し た 排 気 音 周
波 数 分 析 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ０ 　 排 気 マ フ ラ 装 置 本 体
　 １ １ 　 外 殻
　 １ ２ 　 左 エ ン ド プ レ ー ト
　 １ ３ 　 右 エ ン ド プ レ ー ト
　 １ ４ 　 第 １ 隔 壁
　 １ ５ 　 第 ２ 隔 壁
　 １ ６ 　 排 気 入 口 管
　 １ ７ 　 排 気 浄 化 手 段
　 １ ８ 　 ラ ッ パ 状 管
　 １ ９ 　 排 気 出 口 管
　 ２ １ 　 第 １ の 連 通 管
　 ２ １ ａ 　 パ ン チ 孔
　 ２ ２ 　 第 ２ の 連 通 管
　 ２ ３ 　 第 ３ の 連 通 管
　 ２ ３ ａ 　 枝 管 部
　 ２ ３ ｂ 　 延 長 管 部
　 ２ ３ ｃ 　 パ ン チ 孔
　 ２ ４ 　 穴 部
１ ０ ０ 　 排 気 管
１ １ ０ 　 サ ブ マ フ ラ 装 置
１ １ ０ ｃ 　 パ ン チ 孔
１ １ １ 　 膨 脹 室
　 Ａ 　 第 １ 室
　 Ｂ 　 第 ２ 室
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　 Ｃ 　 第 ３ 室

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(12) JP 2005-207331 A 2005.8.4



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｆ０１Ｎ   1/04    　　　Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ０１Ｎ   3/02    　　　Ｊ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ０１Ｎ   3/28    ３０１　          　　　　　

Ｆターム(参考) 3G004 AA01  BA06  CA02  CA06  CA11  CA14  DA04  DA09  FA01  FA07 
　　　　 　　  3G091 AA02  AA18  AB02  AB04  AB13  GA06  HA05 

(13) JP 2005-207331 A 2005.8.4


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

